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ご あ い さ つ 

 
東村山けやき会後援会 

会長 西 村 良 隆 

                                   

今夏は異常な高温が続きましたが、まだ暑さの残る、去る９月 16 日に第 39 回

地域交流卓球大会を開催しました。 

東村山市域における精神障害の回復途上者を支援する本大会は、コロナ過を経て

４年ぶりの開催を果たし、渡部東村山市長、小町東村山市議会議長をはじめ、多くの

ご来賓のご出席を賜りました。また、長年にわたり、当会へのご理解をいただいてお

ります東村山市卓球連盟には、鈴木会長をはじめとして、本大会においても変わらぬ

多大なご協力を賜り心からの感謝を申し上げます。 

前回開催が令和元年でしたので、今年は久しぶりの大会開催であり、実行委員会で

は、感染症対策や進行の際の留意事項等の検討を重ねました。大会開催までには、参

加団体、参加者数などの心配もありましたが、いざ始まれば、卓球連盟や実行委員の

一致団結した協力のもと、総勢 113 人もの方にご参加いただき、にぎやかに無事開

催することができました。 

参加選手は、４年ぶりにも関わらず、いつもの強豪選手、初めて参加しますという

方、練習してこられた方もそうでない方も、それぞれのペースで楽しんでおられる様

子が見受けられました。また、今年は試験的に昼食の弁当なしの午前中開催でしたが、

これらの検証も含め、大会の翌週には実行委員会反省会を開催し、大会運営での率直

な意見が交わされ、来年に向けての課題が語られました。 

本大会開催に関しましては、ご後援を賜りました東村山市、東村山市教育委員会、

東村山市社会福祉協議会、また、いつも変わらぬ温かいご支援ご協力を賜っておりま

す当会会員の皆様に厚く御礼申し上げ、ご挨拶に代えさせていただきます。 
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東村山市卓球連盟会長 鈴木久弥  

 

 ４年ぶりの大会となりましたが、皆様の元気なお姿を久し振りに拝見し大変うれしく

思いました。試合も予選から白熱し、特に男女とも決勝戦は素晴らしい内容でした。日

頃からの練習の成果が充分に発揮されたものであると感じました。 

卓球競技は、より日頃からの練習が大切な競技になります。入賞された選手の皆様は、

よく練習していると感じました。東村山市のスポーツセンターは、全国的でも珍しい１

５台常設の卓球室があります。是非そちらのほうも活用していただけたらと思います。 

東村山市は、昔から卓球が盛んな市として有名です。連盟といたしましては、このよ

うな大会などのお手伝いをすることにより、卓球の普及に取り込んでおりますが、併せ

て、選手強化にも取り組んでおり、今年の５月に開催されました都民体育大会において

優勝しております。都の区市町村の中で一番強い市ということで、皆様におかれまして

も、誇りを持って練習に励んでいただければと思います。 

久し振りの大会となりましたが、本来は毎年の開催となりますので、卓球連盟といた

しましても、年度計画にこの大会は入れており、ご支援する体制は毎年整えております。 

来年は、第４０回の記念の大会になりますが、一年間しっかりと練習し、試合に臨ん

でいただければと思います。 

結びにあたりまして、本大会の準備をしていただきました、役員の皆様、また、お忙

しい中、ご臨席いただきました来賓の皆様に感謝を申し上げまして、連盟からの講評と

させていただきます。 

 

 

 

第３９回地域交流卓球大会報告 

鈴木会長からの講評 

  

卓球連盟の皆さん、審判ありがとうございました。 
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第３９回地域卓球大会を終えて 

東村山けやき会後援会副会⾧ 板野力 

4 年振りの第３９回地域交流卓球大会は、大会関係者の皆様のお陰をもちまし

て無事に終えることができましたことに感謝いたします。 

今回の大会は半日の日程でありましたが、とても白熱した試合を観戦させてい

ただきました。特に男女個人戦の決勝では、応援の皆様も自然に選手の周りに集

まり声援を送るほど、手に汗をにぎる熱戦となりました。日ごろから練習に励ん

で参加された選手の皆様、大変お疲れ様でした。 

次回の第４０回大会は節目の大会となりますので是非、団体の部も再開し、で

きましたら私も参加させていただきたく、今から楽しみにしております。 

来賓の皆様、東村山市卓球連盟の皆様、各事業所の実行委員の皆様に心より感

謝申し上げます。 

 

板野副会長より優勝カップ授与 

 

カップも４年ぶり。。。。 
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     第３９回地域交流卓球大会を終えて 

 

第３９回地域交流卓球大会実行委員会  

実行委員⾧ 村山 裕恒 

 

 

コロナのため⾧らく休止していた卓球大会をこの度４年ぶりに開催するこ

とができました。多くの方々の協力によるもので、心より感謝申し上げます。

久しぶりの開催ということで、けが等が心配されましたが、大きなけがもな

く無事に終えたことにほっとしております。また、選手として応援する側と

して待ち遠しく思っていた方々の声にようやく応えることができてよかった

なと思います。 

当日は例年にない残暑がきびしい状況の中での大会となりました。体育館

の中もクーラーをかけてもじわりと肌に暑さを感じるそんな状況でした。そ

んな暑さにも負けることなく、選手も応援する人たちも声を出して、白熱し

た試合を繰り広げていました。 

地域交流卓球大会は次回で４０回目となり、大きな節目を迎えます。今回

に限らず、今まで多くの人の協力により成り立ってきた地域に深く根差した

歴史ある大会だと改めて感じました。 

このような大会を支えてくださったご来賓の皆様、東村山市卓球連盟、東

村山けやき会後援会、卓球大会実行委員会、そして、選手、応援の皆様に、

改めてお礼申し上げます。 
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第 39 回 地域交流卓球大会結果報告（Ｒ5.9.16） 

個人男子の部 

優勝      川 口

かわぐち

 功

いさお

（ふれあいの郷） 

準優勝     S・A（多摩あおば病院） 

第 3 位     深野

ふかの

 芳

よし

宏

ひろ

（ふれあいの郷） 

個人女子の部 

優勝      工藤

くどう

 仁果

ひとか

（ふれあいの郷） 

準優勝     E・K（多摩あおば病院） 

第 3 位     赤 松

あかまつ

 静佳

しずか

（多摩あおば病院） 

ピンポンラリー の部 （）はラリーの回数 

優勝（５回）  黒田
くろだ

 はる（多摩あおば病院） 小 林
こばやし

 龍 斗
りゅうと

（多摩あおば病院） 

準優勝（4 回） 小黒

こぐろ

 友也

ともや

（える・ぽいん）杉 山

すぎやま

 智樹

ともき

（える・ぽいん） 

第 3 位（3 回） 善

ぜん

 春奈

はるな

（ふれあいの郷）大 久

おおひさ

 理

り

恵

え

（多摩あおば病院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

〈日時〉 令和５年９月１６日（土）9：00～12：00 

〈会場〉 東村山市市民スポーツセンター 

〈参加者〉113 人 

〈主催〉 東村山けやき会後援会／地域交流卓球大会実行委員会 

〈後援〉 東村山市／東村山市教育委員会／東村山市社会福祉協議会 

〈協力〉 東村山市卓球連盟 

〈参加団体〉える・ぽいん／けやき第一作業所／けやき第二作業所／多摩あおば病院／

はぎやまはうす／ふれあいの郷／平成の里／むさしのはうす  
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1 反省点や改善点 

・3 セットマッチがどこなのかが分かり辛かった（時間が余るのなら

全て 3 セットマッチにする等してみては。公式試合は５セット） 

・配置変更とそれに伴う審判の必要人数の減少を連絡できていなかっ

た（卓球連盟） 

・団体の待機場所の紙を貼っていなかった 

・選手のマイク呼び出しを周知できていなかった 

2 来年以降の運営への希望 

・ピンポンラリー参加者の拡大希望（1 試合目の敗者だけではなく） 

・できればお弁当をはさみたい 

・閉会式前の休憩は来年も欲しい 

・次年度 40 回記念大会となるが特別な何かを行うか 
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  3 初めての個人戦のみ・半日開催について 

・待機時間が短くてよかった 

・体力面からしても丁度よかった 

・お弁当は欲しいが持ち帰りは食中毒が心配 

4 その他 

・シングルスの試合は審判ができる職員を作ってはどうか 

・４年ぶりの大会、動いてしまいアキレス腱を痛めることが心配さ

れた（卓球は意外とケガをする方が多い）が、無事に終えることが

でき良かった。 

 

反省内容を踏まえて、次年度大会で活かしていきます！！ 
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東村山けやき会後援会への 

ご入会・ご協力のお願い 

 

 

 社会福祉法人東村山けやき会は、こころの病を持った方々が地域の中で安心して生活が

できるよう相談の場・働く場・生活の場・支援の場を提供しています。 

 東村山けやき会後援会は、これを援助すると共に、スポーツ活動や講演会活動等を行い、 

こころの病を抱える方々との交流を通じて、その苦しみを支え、理解を深めて、共に生き、

共に暮らせる環境づくりを目指して活動しています。 

 様々な問題を抱える当事者、ご家族、関りあう地域の方々と、手と手とを取り合って話

し合いませんか。 

 共に生き、共に暮らせる豊かな社会を目指すため、地域の皆様のご理解を願っておりま

す。どうか、あたたかい愛の手を宜しくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

【振込先】郵便振替口座 

 ００１５０－１－５４３７１４ 東村山けやき会後援会 

事務局にご連絡いただければ、振込手数料後援会負担の郵便振替用紙をお送りいたします。 

※ ご入会は随時受け付けております。 

皆様のご入会を心からお願い申し上げます。 

賛助金は、法人への寄付金とさせていただき、本会の目的達成に役立ててまいります。 

お問い合わせ 

後援会事務局（社会福祉法人東村山けやき会内） 

 ＴＥＬ ０４２－３９７－５９６６ 

賛 助 金 

個 人 １口    ２，０００円  （年間）以上 

団 体 １口   １０，０００円  （年間）以上 

臨時のご協力    ご 芳 志 

 

 


